
 

 

 

   

 

 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
(注) 「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分)を期末資産の部合計で除し

て算出しております。 

  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

(注) 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株

式(非上場)の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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(百万円未満、小数点第1位未満は切捨て)

1. 平成23年3月期第1四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第1四半期 30,331 － 1,432 － 3,868 －

22年3月期第1四半期 － － － － － －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第1四半期 3.24 －

22年3月期第1四半期 － －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第1四半期 4,912,280 184,017 3.7 107.52

22年3月期 4,977,656 174,276 3.4 97.22

(参考) 自己資本 23年3月期第1四半期 183,203百万円 22年3月期 173,369百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 － － － 2.70 2.70

23年3月期 －

23年3月期(予想) － － 3.00 3.00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 60,000 － 3,400 － 3,500 － 2.93

通期 116,000 △1.9 7,000 15.5 7,500 － 4.23



  

 

 
 （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財

務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。 

・当社は、平成21年10月1日に株式会社池田銀行と株式会社泉州銀行が経営統合し、両行を完全子会社と

する共同持株会社として設立されました。このため、平成22年3月期第1四半期の実績はありません。 

  

4. その他（詳細は（添付資料）3ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 有

   除外  １社 ( 株式会社泉州銀行 )

 （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

 （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期1Ｑ 1,192,293,163株 22年3月期 1,192,293,163株

② 期末自己株式数 23年3月期1Ｑ 5,877株 22年3月期 5,387株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期1Ｑ 1,192,287,581株 22年3月期1Ｑ －株

(注意事項)



○ 種類株式の配当の状況 

 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る1株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。 

（第一種優先株式） 

 
  

(第二種優先株式) 

 
  

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭

22年3月期 － － －
196円を18.5で除
した額

196円を18.5で除
した額

23年3月期 －

23年3月期(予想) － －
196円を18.5で除
した額

196円を18.5で除
した額

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭

22年3月期 － － －
204円50銭を18.5
で除した額

204円50銭を18.5
で除した額

23年3月期 －

23年3月期(予想) － －
204円を18.5で除
した額

204円を18.5で除
した額
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当第１四半期連結累計期間の経常収益は、資金運用収益181億34百万円、役務取引等収益41億44百万

円、その他業務収益42億83百万円及びその他経常収益37億68百万円を計上し、303億31百万円となりま

した。また、経常費用は、資金調達費用36億88百万円、役務取引等費用10億62百万円、その他業務費用

４億23百万円、営業経費143億77百万円及びその他経常費用93億46百万円を計上し、288億98百万円とな

りました。 

以上の結果、経常利益は14億32百万円となりましたが、償却債権取立益並びに貸倒引当金戻入益等の

特別損益21億90百万円計上後の税金等調整前四半期純利益は36億22百万円となり、法人税等合計並びに

少数株主損失を計上後の四半期純利益は、38億68百万円となりました。 

  

①預金 

預金の当第１四半期連結会計期間末残高は、子銀行において個人預金を中心に増加し、４兆2,891億

円となりました。 

②貸出金 

貸出金の当第１四半期連結会計期間末残高は、子銀行において住宅ローンが増加し、３兆4,184億円

となりました。 

③有価証券 

有価証券の当第１四半期連結会計期間末残高は、１兆1,851億円となりました。 

  

 平成22年5月14日に公表いたしました業績予想は、第2四半期連結累計期間、通期とも変更ありませ

ん。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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除外 １社   株式会社泉州銀行 

当社の完全子会社である株式会社池田泉州銀行（旧商号 株式会社池田銀行）を存続会社とし、当社

の特定子会社である株式会社泉州銀行を消滅会社とする吸収合併の効力が発生したことに伴い、株式会

社泉州銀行は当社の特定子会社に該当しなくなりました。 

  

（簡便な会計処理） 

①減価償却費の算定方法 

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法に

より算定しております。 

  

②繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、経営環境等並びに一時差異の発生状況について

前連結会計年度末から大幅な変動がないと認められるため、同年度末の検討において使用した将来の

業績予測及びタックス・プランニングの結果を適用しております。 

  

（会計方針の変更） 

・資産除去債務に関する会計基準 

当第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号平成20年

3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号平成20

年3月31日）を適用しております。 

これにより、経常利益は１百万円、税金等調整前四半期純利益は75百万円、四半期純利益は44百万

円それぞれ減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は105百

万円であります。 

（表示方法の変更） 

・四半期連結損益計算書関係 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号平成20年12月26日）に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

（追加情報） 

・有価証券の保有目的区分の変更 

当第１四半期連結会計期間において、当社子銀行が合併を契機にポートフォリオの見直しを行い、

被合併会社である株式会社泉州銀行が保有していた満期保有目的の債券をその他有価証券に保有区分

を変更しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

㈱池田泉州ホールディングス（8714）平成23年3月期　第1四半期決算短信

- 3 -



3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年3月31日)

資産の部

現金預け金 113,164 111,817

コールローン及び買入手形 － 10,000

買入金銭債権 1,473 1,250

商品有価証券 2 9

金銭の信託 19,188 19,000

有価証券 1,185,165 1,239,135

貸出金 3,418,432 3,448,581

外国為替 5,208 5,064

その他資産 93,246 69,268

有形固定資産 37,432 37,270

無形固定資産 4,278 3,874

繰延税金資産 40,278 39,940

支払承諾見返 36,914 37,796

貸倒引当金 △42,506 △45,352

資産の部合計 4,912,280 4,977,656

負債の部

預金 4,289,164 4,252,016

譲渡性預金 6,650 12,500

コールマネー及び売渡手形 － 45,000

債券貸借取引受入担保金 241,374 255,324

借用金 57,251 101,887

外国為替 440 394

社債 33,300 33,300

その他負債 55,040 56,544

賞与引当金 645 968

退職給付引当金 6,182 6,072

役員退職慰労引当金 390 446

睡眠預金払戻損失引当金 321 321

統合関連損失引当金 324 －

偶発損失引当金 250 793

繰延税金負債 － 0

負ののれん 12 13

支払承諾 36,914 37,796

負債の部合計 4,728,262 4,803,380

純資産の部

資本金 72,311 72,311

資本剰余金 83,063 83,063

利益剰余金 29,295 31,107

自己株式 △1 △1

株主資本合計 184,669 186,480

その他有価証券評価差額金 △1,464 △13,110

繰延ヘッジ損益 △0 △0

評価・換算差額等合計 △1,465 △13,111

少数株主持分 813 907

純資産の部合計 184,017 174,276

負債及び純資産の部合計 4,912,280 4,977,656
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該当ありません。 

  

  

該当ありません。 

  

  

  

  

(2) 四半期連結損益計算書

  【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

経常収益 30,331

資金運用収益 18,134

（うち貸出金利息） 14,878

（うち有価証券利息配当金） 3,227

役務取引等収益 4,144

その他業務収益 4,283

その他経常収益 3,768

経常費用 28,898

資金調達費用 3,688

（うち預金利息） 3,166

役務取引等費用 1,062

その他業務費用 423

営業経費 14,377

その他経常費用 9,346

経常利益 1,432

特別利益 2,304

償却債権取立益 360

貸倒引当金戻入益 1,944

特別損失 114

固定資産処分損 40

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 74

税金等調整前四半期純利益 3,622

法人税、住民税及び事業税 198

法人税等調整額 △337

法人税等合計 △139

少数株主損益調整前四半期純利益 3,761

少数株主損失（△） △106

四半期純利益 3,868

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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※平成 22 年５月１日付で、当社子会社である旧池田銀行と旧泉州銀行は、存続会社を旧池田銀行として合併し、

商号を池田泉州銀行に変更しております。このため、池田泉州銀行単体においては、合併後に残高・損益の計

数が以前と比較して変動しております。 

上記の理由により、本決算説明資料においては、池田泉州銀行【単体】の計数について、各期の比較のため、

以下の計数を記載しております。 

 

・平成 21 年６月期、平成 22 年３月期、及び平成 21 年６月末、平成 22 年３月末の計数は、旧池田銀行

と旧泉州銀行２行の単体ベースの計数を単純合算したものです。 

・平成 22 年６月期の計数は、特に記載のない限り、旧池田銀行（平成 22 年５月以降は池田泉州銀行）

と旧泉州銀行（平成 22 年４月）の計数を単純合算したものです。 
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１．主要損益の状況 

  

 

 

 

 

 

 

（１）池田泉州ホールディングス【連結】 

                          （百万円） 

22 年６月期    

 

1 連結粗利益  21,388  

2  資金利益  14,446  

3  役務取引等利益  3,082  

4  その他業務利益  3,860  

5 営業経費（△）  14,377  

6 不良債権処理額（△） ①  5,236  

7 株式等関係損益  △809  

8 持分法による投資損益  37  

9 その他  428  

10 経常利益  1,432  

11 特別損益  2,190  

12  うち償却債権取立益 ②  360  

13  うち貸倒引当金等戻入益  ③  1,944  

14 税金等調整前四半期純利益  3,622  

15 法人税等合計（△）  △139  

16  法人税、住民税及び事業税（△）  198  

17  法人税等調整額（△）  △337  

18 少数株主損益調整前四半期純利益  3,761  

19 少数株主損失（△）  △106  

20 四半期純利益  3,868  

21 与信関連費用 ①－②－③  2,931  

（注）１. 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

      ２. 連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用） 

                ＋（その他業務収益－その他業務費用） 

 22 年６月期の連結粗利益は、資金利益 144 億 46 百万円、役務取引等利益 30 億 82 百万円、その他業務利益

38 億 60 百万円を計上し、213 億 88 百万円となりました。 

また、営業経費 143 億 77 百万円並びに不良債権処理額 52 億 36 百万円等を計上した結果、経常利益は 14 億

32 百万円となり、償却債権取立益３億 60 百万円並びに貸倒引当金等戻入益 19 億 44 百万円等の特別損益 21 億

90 百万円を計上した結果、四半期純利益は 38 億 68 百万円となりました。 
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（２）池田泉州銀行【単体】 

（百万円） 

    
 

 
22 年６月期

(A)  
22 年６月期

(B) 21 年６月期比 
21年６月期 

  
22 年３月期
（参考） 

1 業務粗利益 17,147 19,516 1,578 17,938 72,782

2  資金利益 12,011 14,429 △1,639 16,068 61,937

3  役務取引等利益 1,365 1,227 715 512 2,141

4  その他業務利益 3,769 3,860 2,503 1,357 8,703

5 経費（△） 10,877 13,180 812 12,368 50,380

6  うち人件費（△） 5,052 6,138 861 5,277 23,094

7  うち物件費（△） 5,127 6,238 △36 6,274 24,799

8 実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 6,270 6,336 767 5,569 22,402

9  コア業務純益 2,531 2,536 △1,709 4,245 14,002

10  国債等債券損益（５勘定尻） 3,738 3,799 2,475 1,324 8,399

11 一般貸倒引当金繰入額（△）  ① ― ― △187 187 5,820

12 業務純益 6,270 6,336 954 5,382 16,582

13 臨時損益 △4,983 △5,072 △4,286 △786 △12,638

14  うち不良債権処理額（△）  ② 4,156 4,158 2,789 1,369 7,581

15  うち株式等関係損益 △709 △707 △2,117 1,410 △1,907

16 経常利益 1,286 1,264 △3,331 4,595 3,943

17 特別損益 1,717 1,721 2,611 △890 351

18  うち償却債権取立益 ③ 167 187 △20 207 1,021

19  うち貸倒引当金等戻入益 ④ 1,662 1,650 1,474 176 972

20 税引前四半期純利益 3,004 2,985 △720 3,705 4,295

21 法人税等合計（△） △97 △93 △271 178 8,931

22  法人税、住民税及び事業税（△） 17 21 120 △99 △39

23  法人税等調整額（△） △115 △115 △392 277 8,971

24 四半期純利益 3,101 3,079 △447 3,526 △4,636

25 与信関連費用 ①＋②－③－④ 2,326 2,320 1,148 1,172 11,407
 

（注）１．平成 22 年６月期(A)については、旧泉州銀行の平成 22 年４月１日から平成 22 年４月 30 日までの計数を含んでおりません。 

   ２．平成 22 年６月期(B)については、旧泉州銀行の平成 22 年４月１日から平成 22 年４月 30 日までの計数を合算して表示しております。 

   ３．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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２．主要勘定の状況 

  

 池田泉州銀行【単体】 

 

（１）預金、貸出金、有価証券等残高 

 

 

 

 

 

 ① 期末残高 

（百万円） 

 22 年６月末   22 年３月末 21 年６月末 

  22 年３月末比 21 年６月末比   

預 金 4,301,273 34,452 80,001 4,266,821 4,221,272 

貸 出 金（ⅰ） 3,430,349 △33,196 77,300 3,463,545 3,353,049 

有価証券 1,189,477 △53,941 76,294 1,243,418 1,113,183 

 うち私募債(ⅱ)※ 32,965 △1,536 △2,508 34,501 35,473 

（ⅰ）＋（ⅱ） 3,463,315 △34,732 74,792 3,498,047 3,388,523 

※ 22 年３月末より、時価評価後の残高となっております。 

  保証協会保証付私募債と銀行保証付私募債の合計です。 

 

 ② 期中平均残高 

（百万円） 

22 年６月期   22 年３月期 21 年６月期 
 

 22 年３月期比 21 年６月期比   

預 金 4,279,902 59,409 122,866 4,220,493 4,157,036 

貸 出 金 3,442,071 41,667 49,595 3,400,404 3,392,476 

有価証券 1,250,999 35,593 149,353 1,215,406 1,101,646 

 

（参考１）預金の種類別内訳（期末残高） 

（百万円） 

22 年６月末   22 年３月末 21 年６月末 
 

 22 年３月末比 21 年６月末比   

個人預金 3,556,424 47,553 89,121 3,508,871 3,467,303 

法人預金 744,848 △13,101 △9,121 757,949 753,969 

 うち一般法人 645,279 △24,645 4,290 669,924 640,989  

うち金融機関 8,737 △862 △853 9,599 9,590  

う ち 公 金 90,831 12,406 △12,558 78,425 103,389 

合 計 4,301,273 34,452 80,001 4,266,821 4,221,272 

 うち外貨預金 12,491 △673 2,945 13,164 9,546 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 預金の 22 年６月末残高は、個人預金を中心に順調に増加し、21 年６月末比 800 億円増加して、４兆 3,012 億

円となりました。また、貸出金の 22 年６月末残高は、住宅ローンを中心に 21 年６月末比 773 億円増加し、３兆

4,303 億円となりました。 
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（参考２）貸出金の種類別内訳（期末残高） 

（百万円） 

22 年６月末   22 年３月末 21 年６月末  

 22 年３月末比 21 年６月末比   

貸 出 金 3,430,349 △33,196 77,300 3,463,545 3,353,049 

事業性貸出 1,618,505 △39,964 △3,954 1,658,469 1,622,459 

個人ローン 1,811,843 6,767 81,253 1,805,076 1,730,590 

 住宅ローン 1,758,589 10,047 92,152 1,748,542 1,666,437 
 

 その他ローン 53,254 △3,280 △10,898 56,534 64,152 

※ 旧泉州銀行では、従来、アパートローン、不動産購入ローンは「個人ローン」のうち「その他ローン」に含めており

ましたが、22 年６月末から「事業性貸出」に含めております。このため、過年度との比較の観点から、過去に遡りアパー

トローン、不動産購入ローンを「事業性貸出」に含めた計数との比較を記載しております。 

 

（参考３）中小企業等貸出金残高・比率 

（百万円、％） 

22 年６月末   22 年３月末 21 年６月末  

 22 年３月末比 21 年６月末比   

中小企業等貸出金残高 2,919,675 △23,931 69,971 2,943,606 2,849,704 

中小企業等貸出金比率 85.11 0.13 0.13 84.98 84.98 

 

（２）投資信託・公共債・年金保険 

 

 

 

 

 

 ① 預かり資産残高 

（百万円）  

 22 年６月末   22 年３月末 21 年６月末 

  22 年３月末比 21 年６月末比   

投資信託預かり資産残高 227,841 △25,988 △15,615 253,829 243,456

公共債預かり資産残高 78,107 △895 △2,129 79,002 80,236

 

 ② 預かり資産販売額 

                                （百万円） 

 22 年６月期  21 年６月期 

  21 年６月期比  

投資信託販売額 22,729 11,246 11,483

公共債販売額 973 △5,472 6,445

年金保険販売額 22,473 5,889 16,584

 

 

 

 

 

 

 

 

 投資信託預かり資産残高は、株式相場の低迷の影響を受け、投資信託の時価が下落したことにより減少しま

したが、投資信託販売額並びに年金保険販売額は順調に増加いたしました。                
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３．自己資本比率 

 

（１）池田泉州ホールディングス（第二基準） 

（百万円） 

 22 年６月末  22 年３月末 

  22 年３月末比  

自己資本比率（％） 10.39 0.18 10.21 

 基本的項目（TierⅠ） 184,822 3,765 181,057 

  TierⅠ比率（％） 7.58 0.18 7.40 

 補完的項目（TierⅡ） 69,728 △44 69,772 

自己資本 253,331 3,683 249,648 

リスク・アセット等 2,436,491 △7,166 2,443,657 

総所要自己資本額 97,459 △287 97,746 

※ 総所要自己資本額は、リスク・アセット等に４％を乗じた額であります。 

 
 
（２）池田泉州銀行（国内基準） 
 
 ① 単体 

（百万円） 

 22 年６月末 22 年３月末 

   旧池田銀行  旧泉州銀行 

自己資本比率（％） 10.17 10.42 9.33 

 基本的項目（TierⅠ） 176,820 85,067 88,673 

  TierⅠ比率（％） 7.33 6.92 7.43 

 補完的項目（TierⅡ） 69,569 44,181 22,672 

自己資本 245,288 128,146 111,346 

リスク・アセット等 2,411,149 1,229,001 1,192,656 

総所要自己資本額 96,445 49,160 47,706 

※ 総所要自己資本額は、リスク・アセット等に４％を乗じた額であります。 
 
 ② 連結 

（百万円） 

 22 年６月末 22 年３月末 

   旧池田銀行  旧泉州銀行 

自己資本比率（％） 10.14 10.42 9.45 

 基本的項目（TierⅠ） 178,530 86,143 88,577 

  TierⅠ比率（％） 7.32 6.94 7.34 

 補完的項目（TierⅡ） 69,724 44,248 25,538 

自己資本 247,035 129,275 114,050 

リスク・アセット等 2,435,867 1,239,712 1,206,221 

総所要自己資本額 97,434 49,588 48,248 

※ 総所要自己資本額は、リスク・アセット等に４％を乗じた額であります。 
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４．有価証券の評価損益 
  

 池田泉州銀行【単体】 

 当第１四半期において、合併を契機にポートフォリオの見直しを行い、旧泉州銀行が保有していた満期保有目的の

債券をその他有価証券に保有区分を変更しております。 

 

（１） 満期保有目的の債券（時価のあるもの） 

                                                （百万円） 

平成22年６月末 平成22年３月末 平成21年６月末 

帳簿価額 差額   帳簿価額 差額   帳簿価額 差額   

 

  うち益 うち損   うち益 うち損   うち益 うち損

国債 ― ― ― ― 54,664 △280 739 1,020 54,643 △679 774 1,453

地方債 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

社債 43,549 637 665 28 38,454 411 435 23 23,582 113 123 10

その他 ― ― ― ― 5,000 △369 22 391 10,000 △1,596 3 1,600

合 計 43,549 637 665 28 98,119 △238 1,197 1,435 88,225 △2,163 901 3,064

 

（２） その他有価証券（時価のあるもの） 

（百万円） 

平成22年６月末 平成22年３月末 平成21年６月末 

時価 評価差額   時価 評価差額   時価 評価差額   

 

  うち益 うち損   うち益 うち損   うち益 うち損

株式 60,142 △6,048 2,614 8,663 64,831 △2,007 5,601 7,609 62,804 2,511 7,623 5,111

債券 680,682 16,522 16,527 5 696,373 7,228 8,188 960 648,767 6,645 8,289 1,643

 国債 444,197 13,079 13,079 0 481,228 5,048 5,950 902 512,418 5,581 6,896 1,315

 地方債 90,358 1,060 1,063 3 78,978 802 827 24 72,195 788 788 ―

 社債 146,126 2,382 2,384 1 136,166 1,377 1,410 33 64,153 275 604 328

その他 393,758 △11,942 7,314 19,257 371,333 △18,337 3,619 21,956 260,380 △19,270 1,916 21,186

合 計 1,134,583 △1,469 26,456 27,925 1,132,538 △13,116 17,409 30,526 971,952 △10,113 17,828 27,941

 

５．不良債権（金融再生法開示債権）の状況 
 

池田泉州銀行【単体】 

（百万円、％） 

 22 年６月末   22 年３月末 21 年６月末 

  22 年３月末比 21 年６月末比   

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 17,235 △9,004 △13,084 26,239 30,319 

危険債権 44,144 6,488 5,932 37,656 38,212 

要管理債権 5,252 △2,472 △2,104 7,724 7,356 

合計（Ａ） 66,633 △4,987 △9,255 71,620 75,888 

正常債権 3,430,557 △31,342 82,553 3,461,899 3,348,004 

総与信残高（Ｂ） 3,497,190 △36,329 73,298 3,533,519 3,423,892 

      

開示債権比率(Ａ)/(Ｂ) 1.90 △0.12 △0.31 2.02 2.21 
      

（参考）部分直接償却額      

部分直接償却額 54,758 4,633 623 50,125 54,135 

 




